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【教科目名】 自動車工学 

 

【教科目責任者】 岩瀬 禎三 

 

【対象学科・コース（クラス）】 

自動車整備工学科 

 

スマートモビリティコース（1AA） 

ボディクラフトコース（1AB） 

 

【学習の目的・趣旨】 

自動車の整備を学んでいく上で必要な基礎知識を学びます。 

自動車の概要、構造、材料、機械要素、燃料及び潤滑剤、基礎的な原理・法則、自動車の 

諸元など様々な基礎知識が必要になります。 

 ２年後に全員、国家試験を受験します。今後の学科、実習授業において、基礎的なことは大切に

なるのでしっかりと学習して下さい。 

 

【授業構成】 

【番号】 【授業科目名】 【対象クラス】 【学習時期】 

１ 自動車の構造・性能Ⅰ １ＡＡ・１ＡＢ １年前期 

２ 自動車の力学・数学Ⅰ １ＡＡ・１ＡＢ １年前期 

３ 電気・電子理論Ⅰ １ＡＡ・１ＡＢ １年前期 

４ 二輪自動車の構造・性能Ⅰ １ＡＡ・１ＡＢ １年前期 

５ 燃料・潤滑剤Ⅰ １ＡＡ・１ＡＢ １年前期 

 



2 

 

【授業科目名】 自動車の構造・性能Ⅰ（授業形態：講義） 

 

【教科目名】 自動車工学 【単位数】 ２単位 

【学科名】 自動車整備工学科 

【コース】 
スマートモビリティコース 

ボディクラフトコース 【学習時期】 前 期 

【年 次】 １年次 【授業時間数】 ３０Ｈ（２Ｈ／週） 

【授業担当者】 杉山 由紀夫 [実務経験]自動車整備工場の整備士 

【学 習 目 標】 
自動車に使用されている材料、ねじ、及び動力伝達装置の基本的な構造、各部

品の名称及び作動を習得する 

【授 業 計 画】 

１回目 

 

 

２回目 

 

 

３回目 

 

 

４回目 

 

 

５回目 

 

 

 

 

 

６回目 

 

 

 

 

７回目 

 

 

 

第３章自動車の材料 

1.鉄鋼 2.非鉄金属 

 

第３章自動車の材料 

3.焼結合金 4.非金属 

 

第４章自動車の機械要素 

1.ねじ 2.スプリング 

 

自動車の原理と性能 

構成部品、各種安全装置 

 

動力伝達装置 

クラッチの種類及び構造

作動 

クラッチ操作機構 

機械式及び油圧式 

 

マニュアルトランスミッ

ションの構造 

ギヤ比の計算方法 

各ギヤの動力伝達経路 

 

シンクロメッシュ機構 

イナーシャロックキー式 

イナーシャロックピン式 

 

８回目 

 

 

 

９回目 

 

１０回目 

 

 

１１回目 

 

 

１２回目 

 

 

 

 

１３回目 

 

 

 

１４回目 

 

 

１５回目 

１６回目 

 

操作機構 

インタロック機構 

二重かみ合い防止機構 

 

中間試験 

 

プロペラシャフト ドライブシャフト 

フックジョイント、等速ジョイント 

 

バーフィールドジョイント及びトリポ

ードジョイントの構造 

 

ファイナルギヤ及びディファレンシャ

ルの構造  

終減速比の計算及びファイナルギヤの

種類 

 

クラッチディスクの点検について 

ディファレンシャルギヤの整備につい

て 

 

プレロード調整、バックラッシュ及び歯

当たりの点検について 

 

総まとめ、模擬試験 

期末試験 

 

【資格との関連】 国家二級自動車整備士 

【成績評価方法】 出席状況、授業態度、提出課題および中間・期末試験により総合的に評価 

【教 科 書】 三級自動車シャシ、基礎自動車工学（日本自動車整備振興会連合会） 

【参 考 資 料】  

【留 意 事 項】 
自動車のエンジン以外の部分についての内容なので、難しい面もありますが基

本的な名称や材質、ねじの種類、作動をしっかり学習してください 

 

【実務経験のある教員等による授業科目】 
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【授業科目名】 自動車の力学・数学Ⅰ（授業形態：講義） 

 

【教科目名】 自動車工学 【単位数】 １単位 

【学科名】 自動車整備工学科 

【コース】 
スマートモビリティコース 

ボディクラフトコース 【学習時期】 前 期 

【年 次】 １年次 【授業時間数】 １５Ｈ １Ｈ／週 

【授業担当者】 杉山 由紀夫 [実務経験]自動車整備工場の整備士 

【学 習 目 標】 
・基礎的な原理・法則、自動車の諸元を学ぶ上での力学的計算の基礎及び自動車

材料の機械要素について学習します。 

【授 業 計 画】 

１回目 

 

 

２回目 

 

 

３回目 

 

 

４回目 

 

 

５回目 

 

 

６回目 

 

 

７回目 

 

 

８回目 

 

 

９回目 

 

計算の基礎  

加減乗除 

 

計算の基礎 

四則計算 

 

自動車の諸元 

寸法、排気量 

 

第４章自動車の機械要素 

ベアリング 

 

第４章自動車の機械要素 

ギヤ 

 

材料 期末試験 

 

 

自動車の諸元 

圧縮比、自動車に働く抵抗 

 

自動車の諸元 

駆動力、登坂能力 

 

（中間試験） 

 

 

１０回目 

 

 

 

１１回目 

 

 

 

１２回目 

 

 

１３回目 

 

 

１４回目 

 

 

１５回目 

 

 

１６回目 

基礎的な原理・法則 

熱と物質、熱と温度 

熱の移動 

 

自動車の諸元 

燃料消費率 

エンジン性能曲線図の見方 

  

基礎的な原理・法則 

トルク 

 

基礎的な原理・法則 

力のモーメント 

 

基礎的な原理・法則 

力のモーメント 

 

基礎的な原理・法則 

速度と加速度 

 

基礎的な原理・法則 

仕事とエネルギー 

 

 

 

（期末試験） 

 

【資格との関連】 国家二級自動車整備士 

【成績評価方法】 出席状況、授業態度、提出課題および中間・期末試験により総合的に評価 

【教 科 書】 ・基礎自動車工学 （日本自動車整備振興会連合会） 

【参 考 資 料】 
・計算問題を解くノウハウ（整研出版社） 

・自動車材料（全国自動車大学校・整備専門学校協会） 

【留 意 事 項】 
・計算の基礎を学ぶことで計算能力と応用力を高めることを目標にします。 

・自動車材料の機械要素（ベアリング・ギヤ）について理解を高める 

 

【実務経験のある教員等による授業科目】 
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【授業科目名】 電気・電子理論Ⅰ（授業形態：講義） 

 

【教科目名】 自動車工学 【単位数】 １単位 

【学科名】 自動車整備工学科 

【コース】 
スマートモビリティコース 

ボディクラフトコース 【学習時期】 前 期 

【年 次】 １年次 【授業時間数】 １５Ｈ（１Ｈ／週） 

【授業担当者】 岩瀬 禎三・古賀 一光 [実務経験]自動車整備工場の整備士 

【学 習 目 標】 
電気の基礎となる電流、電圧、抵抗の関係（オームの法則）から電力の計算まで

簡単な回路での電気の流れを理解することを目標とします。 

【授 業 計 画】 

 

１回目 

 

 

２回目 

 

 

３回目 

 

 

４回目 

 

 

５回目 

 

 

６回目 

 

 

７回目 

 

 

８回目 

 

 

 

 

電気の概要 

電子の移動、静電気 

 

電流、電圧、抵抗 

 

 

直流と交流 

電気用図記号 

 

合成抵抗の計算 

 

 

電気回路 

オームの法則 

 

電気回路 

直列接続の回路 

 

電気回路 

並列接続の回路 

 

（中間試験） 

 

  

 

 

９回目 

 

 

１０回目 

 

 

１１回目 

 

 

１２回目 

 

 

１３回目 

 

 

１４回目 

 

 

１５回目 

 

 

１６回目 

 

複合回路の計算 

 

 

電圧降下 

 

 

電力と電力量 

 

 

磁気、磁界、磁力線 

磁束、磁束密度 

 

電流による磁界 

コイルのつくる磁界 

 

電磁力作用 

フレミングの左手の法則 

 

電磁誘導作用 

フレミングの右手の法則 

 

（期末試験） 

 

【資格との関連】 国家二級自動車整備士 

【成績評価方法】 出席状況、授業態度、提出課題および中間・期末試験により総合的に評価 

【教 科 書】 ・基礎自動車工学 （日本自動車整備振興会連合会） 

【参 考 資 料】  

【留 意 事 項】 

自動車には電気の力が必要不可欠です。電気は目に見えないため、苦手意識が

ありがちですが、これから自動車の整備を学ぶにあたって、電気に関する分野

は極めて重要な項目です。 

 

【実務経験のある教員等による授業科目】 
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【授業科目名】 二輪自動車の構造性能Ⅰ（授業形態：講義） 

 

【教科目名】 自動車工学 【単位数】 1 単位 

【学科名】 自動車整備工学科 

【コース】 
スマートモビリティコース 

ボディクラフトコース 【学習時期】 前 期 

【年次】 １年次 【授業時間数】 １５Ｈ （１Ｈ／週） 

【授業担当者】 岩瀬 禎三・飯塚 和人  [実務経験]自動車整備工場の整備士 

【学習目標】 

二輪自動車のエンジン、シャシ、電装の基本構造（国家３級レベル）について学習

します。 

四輪との構造上の違いをはっきりと抑え、二輪ならではの性能確保の手段を理解す

ることが 

目標です。 

【授業計画】 

週 授業内容 週 授業内容 

第１回

目 

総論・概要 

（P9～P10） 
第９回目 

シャシ・ステアリング装置 

ホイール及びタイヤ 

（P79～P87） 

第２回

目 

エンジン・エンジン本体・概要 

（P19～P20） 

第10回

目 

シャシ・ホイールアライメント 

（P81～P88） 

第３回

目 

エンジン・燃料装置・概要構造機

能 

（P41～Ｐ46） 

第11回

目 

シャシ・ブレーキ装置 

（P90～P99） 

第４回

目 

図面 第４限 

機械要素部品の製図（P27～

P29） 

第12回

目 

シャシ・フレーム 

（Ｐ99～Ｐ110） 

第５回

目 

図面 第５限 

試験 

第13回

目 

電気装置・バッテリ 

（P103～Ｐ104） 

第６回

目 

シャシ・動力伝達装置 

（P59～P73） 
第14回

目 

点火装置 

（P112～P120） 

第７回

目 

シャシ・アクスル及びサスペンシ

ョン 

（P74～P77） 

第15回

目 
総まとめ、模擬試験 

第８回

目 
（中間試験） 

第16回

目 
（期末試験） 

【資格との関連】 国家二級二輪自動車整備士 

【成績評価方法】 出席状況、授業態度、提出課題、及び中間・期末試験の得点により総合的に評価 

【教科書】 三級二輪自動車整備（日本自動車整備振興会連合会） 

【参考資料】  

【留意事項】 
興味のありなしが、聴講態度に現れやすい科目ですが、二輪の特徴をしっかり捉えれば、四

輪の 

特徴が理解しやすくなりますので、しっかり聴講するよう心掛けてください。 

 

【実務経験のある教員等による授業科目】 
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【授業科目名】 燃料・潤滑剤Ⅰ（授業形態：講義） 

 

【教科目名】 自動車工学 【単位数】 １単位 

【学科名】 自動車整備工学科 

【コース】 
スマートモビリティコース 

ボディクラフトコース 【学習時期】 前 期 

【年 次】 １年次 【授業時間数】 １５Ｈ（１Ｈ／週） 

【授業担当者】 岩瀬 禎三 [実務経験]自動車整備工場の整備士 

【学 習 目 標】 

 どんなに高性能な自動車でも、燃料や潤滑剤がなければ走行できません。本学

科では燃料や潤滑剤の種類や特徴、用途に合わせた使用方法等を理解することを

目標とします。また、国家資格に必要な製図の一般的な知識を学ぶ。 

【授 業 計 画】 

１回目 

 

 

２回目 

 

 

３回目 

 

 

４回目 

 

 

５回目 

 

 

６回目 

 

 

７回目 

 

 

８回目 

 

 

９回目 

 

二級講習用製図編 

2.製図の基本 

 

3.形体の精度 

 

 

4.表面性状の図示方法 

 

 

三級ガソリン自動車 

燃料 

石油の精製 

天然ガスの精製 

燃料の発熱量 

ガソリンの製法、性状 

ガソリンの添加剤 

取扱上の注意 

潤滑剤 

潤滑の目的 

エンジン・オイル（Ｇエンジン） 

粘度、分類 

エンジン・オイルに必要な性状 

オイルの劣化と交換時期 

グリース 

中間テスト 

１０回目 

 

 

１１回目 

 

 

１２回目 

 

 

１３回目 

 

 

１４回目 

 

 

１５回目 

 

 

 

 

 

１６回目 

三級ジーゼル自動車 

燃料の発熱量 

軽油の製法 

軽油の性状 

取扱上の注意 

 

エンジン・オイル（Ｄエンジン） 

粘度、分類 

 

ＳＡＥ粘度分類について 

性能及び用途による分類 

 

エンジン・オイルに必要な性状 

オイルの劣化と交換時期 

 

三級シャシ自動車 

潤滑の目的 

ギヤ・オイル 

グリース 

種類、用途 

 

期末試験 

 

 

 

【資格との関連】 国家二級自動車整備士 

【成績評価方法】 出席状況、授業態度、提出課題および中間、期末試験により総合的に評価 

【教 科 書】 

三級自動車ガソリン・エンジン（日本自動車整備振興会連合会） 

三級自動車ジーゼル・エンジン（日本自動車整備振興会連合会） 

三級自動車シャシ（日本自動車整備振興会連合会） 

【参 考 資 料】 基礎自動車工学（日本自動車整備振興会連合会） 

【留 意 事 項】 

 用途に合わせて、燃料や潤滑剤の種類は様々です。特に潤滑剤はケミカル剤等

も含めると星の数ほど種類があります。各目的に合わせた使用方法を学びましょ

う。 

【実務経験のある教員等による授業科目】 
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【教科目名】 自動車整備 

 

【教科目責任者】 岩瀬 禎三 

 

【対象学科・コース（クラス）】 

自動車整備工学科 

 

スマートモビリティコース（1AA） 

ボディクラフトコース（1AB） 

 

【学習の目的・趣旨】 

 本科目では、主にエンジン系と電装品系について学習します。エンジン系はガソリンエンジンと

ジーゼルエンジンに分かれており、作動原理から最新のシステムまで幅広く学習し、作動のイメー

ジをつかむことを目的としています。 

 現在の自動車はほぼ全てを電子制御でコントロールしています。年々、高度で複雑化する傾向に

ありますが、基本的な電気の原理原則は変わりません。電装品について基礎から学習することで、

２級や１級で学ぶ高度な電子制御への足がかりとしてください。 

 何事も基礎が大切です。目的意識を持って取り組みましょう。 

 

【授業構成】 

【番号】 【授業科目名】 【対象クラス】 【学習時期】 

１ エンジン整備Ⅰ １ＡＡ・１ＡＢ １年前期 

２ シャシ整備Ⅰ １ＡＡ・１ＡＢ １年前期 

３ 電装整備Ⅰ １ＡＡ・１ＡＢ １年前期 
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【授業科目名】 エンジン整備Ⅰ（授業形態：講義） 

 

【教科目名】 自動車整備 【単位数】 1 単位 

【学科名】 自動車整備工学科 

【コース】 
スマートモビリティコース 

ボディクラフトコース 【学習時期】 前 期 

【年次】 １年次 【授業時間数】 ３０Ｈ（２Ｈ／週） 

【授業担当者】 岩瀬 禎三・飯塚 和人 [実務経験]自動車整備工場の整備士 

【学習目標】 

① 自動車整備に使用する基本工具の使用法、注意点を理解することが目標です。 

② エンジン本体や補機類の部品/部分の名称、役割、作動原理を確実に学ぶことが

目標です。 

【授業計画】 

週 授業内容 週 授業内容 

第１回目 

整備作業機器 

整備の基礎知識・整備作業 

（Ｐ７～Ｐ１１） 

第９回目 

ガソリンエンジン エンジン本体 

構造・機能 

（Ｐ２５～Ｐ３１） 

第２回目 

整備作業機器 

基本作業 

（Ｐ１４～Ｐ２２） 

第10回目 （中間試験） 

第３回目 

整備作業機器 

基本作業 

（Ｐ２３～Ｐ３２） 

第11回目 
ガソリンエンジン 潤滑装置 

（Ｐ５１～Ｐ５５） 

第４回目 

整備作業機器 

基本作業 

（Ｐ３３～Ｐ３９） 

第12回目 
ガソリンエンジン 冷却装置 

（Ｐ５９～Ｐ６５） 

第５回目 

整備作業機器 試験 

ガソリンエンジン 総論 

（Ｐ７～Ｐ９） 

第13回目 
ガソリンエンジン 燃料装置 

（Ｐ６９～Ｐ７４） 

第６回目 
ガソリンエンジン 総論 

（Ｐ１０～Ｐ１２） 
第14回目 

ガソリンエンジン 吸排気装置 

（Ｐ７５～Ｐ７７） 

第７回目 
ガソリンエンジン 総論 

（Ｐ１２～Ｐ１７） 
第15回目 

ガソリンエンジン 吸排気装置 

（Ｐ７８～Ｐ８０） 

第８回目 

ガソリンエンジン エンジン本

体 

概要・構造・機能 

（Ｐ１９～Ｐ２５） 

第16回目 （期末試験） 

【資格との関連】 国家二級自動車整備士（ガソリン・ジーゼル） 

【成績評価方法】 出席状況、授業態度、提出課題、及び中間・期末試験の得点により総合的に評価 

【教科書】 
基礎自動車整備作業（日本自動車整備振興会連合会） 

三級自動車ガソリン･エンジン（日本自動車整備振興会連合会） 

【参考資料】  

【留意事項】 
学科授業と実習授業を併修して、理解する科目です。学科授業でしっかり聴講して、実習授

業で現物を見て触って理解を深める勉強スタイルを早い段階で体得してください。 

 

【実務経験のある教員等による授業科目】 
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【授業科目名】 シャシ整備Ⅰ（授業形態：講義） 

 

【教科目名】 自動車整備 【単位数】 １単位 

【学科名】 自動車整備工学科 

【コース】 
スマートモビリティコース 

ボディクラフトコース 【学習時期】 前 期 

【年 次】 １年次 【授業時間数】 １５Ｈ（１Ｈ／週） 

【授業担当者】 岩瀬 禎三 [実務経験]自動車整備工場の整備士 

【学 習 目 標】 

最近脚光を浴びているジーゼル・エンジン。しかし、その基本原理は 1892 年にル

ドルフ･ジーゼルが発明した時から変わっていません。本学科はジーゼル・エンジン

の燃焼原理からコモンレール式燃料噴射装置までエンジンの基礎技術を学習、習得す

ることを目指します。 

【授 業 計 画】 

１回目 

 

 

２回目 

 

 

３回目 

 

 

４回目 

 

 

５回目 

 

 

６回目 

 

 

７回目 

 

 

８回目 

 

 

９週目 

 

【総論】 

内燃機関の概要 

 

内燃機関の分類 

作動方式、燃焼方式、着火

方式 
燃料の種類、供給方式、冷

却方式 

 

バルブ機構、シリンダ機構 

 

 

エンジンの作動、燃焼 

 

 

【エンジン本体】 

概要、シリンダ・ヘッド 

 

シリンダ及びブロック 

ピストン 

 

中間試験 

 

 

コンロッド、クランクシャ

フト 

１０回目 

 

 

１１回目 

 

 

１２回目 

 

 

１３回目 

 

 

１４回目 

 

 

１５回目 

 

 

１６回目 

フライホイール 

バルブ機構 

 

エンジンの整備 

シリンダ・ヘッドの整備 

 

シリンダ・ブロックの整備 

ピストンの整備 

コンロッドの整備 

クランクシャフトの整備 

フライホイールの整備 

バルブ機構の整備 

【潤滑装置】 

オイル・ポンプ 

オイル・フィルタ 

オイル・パン 

潤滑装置の整備 

 

期末試験 

 

【資格との関連】 国家二級自動車整備士（ガソリン・ジーゼル） 

【成績評価方法】 出席状況、授業態度、提出課題、及び中間・期末試験の得点により総合的に評価 

【教 科 書】 
基礎自動車整備作業（日本自動車整備振興会連合会） 

三級自動車ジーゼル・エンジン（日本自動車整備振興会連合会） 

【参 考 資 料】  

【留 意 事 項】 
ガソリンエンジンと比べると似通った部分も多くあります。関連づけて学習すると

理解が進むでしょう。 

 

【実務経験のある教員等による授業科目】 
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【授業科目名】 電装整備Ⅰ（授業形態：講義） 

 

【教科目名】 自動車整備 【単位数】 ２単位 

【学科名】 自動車整備工学科 

【コース】 
スマートモビリティコース 

ボディクラフトコース 【学習時期】 前 期 

【年 次】 １年次 【授業時間数】 ３０Ｈ（２Ｈ／週） 

【授業担当者】 岩瀬 禎三・古賀 一光 [実務経験]自動車整備工場の整備士 

【学 習 目 標】 

 車の走行に欠かすことの出来ない電気装置（バッテリ、スターター）の基礎に

ついて学びます。また、自動車整備における計測機器の必要性、重要性、測定機

器の取り扱い方法及び保守について理解する。 

【授 業 計 画】 

１回目 

 

 

２回目 

 

 

３回目 

 

 

４回目 

 

 

５回目 

 

 

６回目 

 

 

７回目 

 

 

８回目 

 

 

９回目 

 

車両全体の電気装置概要 

始動、充電、点火等の電気の流れ 

 

バッテリ 

バッテリの種類と特性（鉛、ニッ

ケル水素、リチウムイオン） 

概要と構造、極板の材質と電解液 

ＭＦバッテリとは、バッテリの機

能 

基礎自動車整備作業 

Ⅱ測定作業 

 

Ⅲエンジン点検作業 

 

 

Ⅳシャシ点検作業 

Ⅴ充電作業 

 

Ⅵ清掃・洗浄作業 

Ⅶ給油作業 

Ⅷ昇降作業 

測定機器試験 

 

 

放電と充電の仕組み、バッテリの

容量 

自己放電の仕組み 

１０回目 

 

 

１１回目 

 

 

１２回目 

 

 

１３回目 

 

 

１４回目 

 

 

１５回目 

 

 

１６回目 

バッテリの整備 

液量及び比重の調整、比重の測定、

バッテリの保管 

中間試験 

 

 

充電 

種類、方法、電圧と比重、注意 

 

始動装置 

概要、種類 

 

始動装置の構造 

各部品名称、役割 

 

エンジン始動時、始動後、マグネ

ットスイッチの働き 

機能、電流の流れ 

期末テスト 

 

 

【資格との関連】 国家二級自動車整備士 

【成績評価方法】 出席状況、授業態度、提出課題および中間、期末試験により総合的に評価 

【教 科 書】 
三級自動車ガソリン・エンジン（日本自動車整備振興会連合会） 

基礎自動車整備作業（日本自動車整備振興会連合会） 

【参 考 資 料】 
基礎自動車工学（日本自動車整備振興会連合会） 

サービスマニュアル配線図（ホンダ、トヨタ） 

【留 意 事 項】 

 電気装置の仕組みを知ることは、現在の整備士にとって大変重要な事ですが、

配線図を読めるようになるには、繰り返しの練習が必要です。電気に対して苦手

意識を持たずに取り組むことに努めましょう。 

 

【実務経験のある教員等による授業科目】 
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【教科目名】 自動車整備作業 

 

【教科目責任者】 岩瀬 禎三 

 

【対象学科・コース（クラス）】 

自動車整備工学科 

 

スマートモビリティコース(1AA） 

ボディクラフトコース(1AB） 

 

 

【学習の目的・趣旨】 

 自動車整備士として仕事をするためには、なによりも「手が動くこと」が最も重要である。単純

な点検整備から始まり、エンジンやトランスミッションの脱着、快適に走行するための各種調整作

業、さらには各メーカの構造の違いや注意点等、習得しなければならない知識、技術は数多くある。

本科目では、実習を通してエンジン、シャシ、電装それぞれの基礎構造を学ぶと共に工具の使用方

法や機械の取扱に慣れることを目標とする。 

 本科目にいかに積極的に取り組むかが、将来の整備士としての成否がかかっているといっても過

言ではない。手を動かすことを意識して臨もう。 

 

【授業構成】 

【番号】 【授業科目名】 【対象クラス】 【学習時期】 

１ エンジン整備作業Ⅰ １ＡＡ・１ＡＢ １年前期 

２ シャシ整備作業Ⅰ １ＡＡ・１ＡＢ １年前期 

３ 電装整備作業Ⅰ １ＡＡ・１ＡＢ １年前期 

４ 基礎点検整備作業 １ＡＡ・１ＡＢ １年前期 
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【授業科目名】 エンジン整備作業Ⅰ（授業形態：実習） 

 

【教科目名】 自動車整備作業 【単位数】 ２単位 

【学科名】 自動車整備工学科 

【コース】 
スマートモビリティコース 

ボディクラフトコース 
【学習時期】 前 期 

【年次】 １年次 【授業時間数】 ８０Ｈ 

【授業担当者】 岩瀬 禎三・飯塚 和人・齋田 光幸 [実務経験]自動車整備工場の整備士 

【学習目標】 
① 基本工作・手仕上げ作業を完全に出来るようにすることが目標です。 

② エンジン本体、潤滑装置、冷却装置の部品名称、配置、構造作を分解組み付けに

より完全に理解すのが目標です。 

【授業計画】 

週 授業内容 週 授業内容 

第１回 

17Ｈ 

手仕上げ工作/基本工作 

手仕上げ工作試験 

工作機器の取り扱い 

第7回 

1Ｈ 
エンジン整備作業まとめ 

第２回 

3Ｈ 

手仕上げ工作/基本工作、 

手仕上げ、基本工作、試験 
  

第３回 

17Ｈ 

エンジン整備作業 

エンジン分解 
  

第４回 

17Ｈ 

エンジン整備作業 

エンジン分解、試験 
  

第５回 

10Ｈ 

エンジン整備作業 

潤滑装置 
  

第６回 

15Ｈ 

エンジン整備作業 

冷却装置 

エンジン整備作業試験 

  

【資格との関連】 国家二級ガソリン・ジーゼル自動車整備士 

【成績評価方法】 出席状況、授業態度、提出課題、及び実習試験の得点により総合的に評価 

【教科書】 
三級ガソリン・ジーゼル自動車整備（日本自動車整備振興会連合会） 

基礎自動車整備作業（日本自動車整備振興会連合会） 

【参考資料】  

【留意事項】 
規律、安全、清潔を維持するために作業着関連の身だしなみを重要視します。 

とにかく手を動かす、出来るようになるまで作業を繰り返すことを意識してください。 

実技試験免除のための実習作業のため、徹底して学んでください。 

 

【実務経験のある教員等による授業科目】 



13 

 

【授業科目名】 シャシ整備作業Ⅰ（授業形態：実習） 

 

【教科目名】 自動車整備作業 【単位数】 1 単位 

【学科名】 自動車整備工学科 

【コース】 
スマートモビリティコース 

ボディクラフトコース 【学習時期】 前 期 

【年 次】 １年次 【授業時間数】 ８０ｈ 

【授業担当者】 岩瀬 禎三・飯塚 和人・齋田 光幸 [実務経験]自動車整備工場の整備士 

【学 習 目 標】 

長さ、振れ、曲がり、すき間など測定器を使用して正確な測定を行う。動力伝

達装置のクラッチ、トランスミッション及びディファレンシャルの基本的な構造、

作動、点検方法を理解する 

【授 業 計 画】 

 

１回目 

(14h) 

 

 

 

２回目 

( 6h) 

 

 

 

 

３回目 

(17h) 

 

  

 

４回目 

(17h) 

 

【長さの測定】 

スケール 

ノギス 

スコヤ 

マイクロ･メータ 

 

【ダイヤル・ゲージ】 

ダイヤル・ゲージ 

シリンダ･ゲージ 

曲がり測定 

振れ測定 

 

単体クラッチの構造 

クラッチの役割・作動 

５速マニュアルトランス

ミッションの分解 

 

変速の仕組み説明 

シンクロメッシュ機構の

構造及び作動確認 

トランスミッション組み

立て 

実習試験 

 

５回目 

(17h) 

 

 

 

 

 

 

６回目 

( 8h) 

 

 

7回目 

( 1h) 

 

 

 

トランスミッション、クラッチ、プロペ

ラシャフト実車 脱着・点検 

単体ドライブ・シャフトの構造 

ドライブ・シャフトの分解・組み立て 

ディファレンシャルギヤの取り外し 

ディファレンシャルギヤ分解 

構造及び名称確認 デフの差動確認 

 

バックラッシュ調整 プレロード調整 

歯当たり調整 組み立て 

実習試験 

 

シャシ整備作業まとめ 

 

 

 

【資格との関連】 国家 2 級ガソリン自動車整備士試験、国家 2 級ジーゼル自動車整備士試験 

【成績評価方法】 出席状況、授業態度、提出課題および中間・期末試験により総合的に評価 

【教 科 書】 基礎自動車整備作業 三級自動車シャシ（日本自動車整備振興会連合会） 

【参 考 資 料】 各車修理マニュアル 

【留 意 事 項】 

測定機器を使用しての測定は自動車整備に必ず必要な作業になります。また、動

力伝達装置は自動車が安全に走行するために重要な部品になります。しっかりと

測定作業、動力伝達装置の構造・作動を理解し、一人で点検作業が出来るように

してください。 

【実務経験のある教員等による授業科目】 
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【授業科目名】 電装整備作業Ⅰ（授業形態：実習） 

 

【教科目名】 自動車工学 【単位数】 ２単位 

【学科名】 自動車整備工学科 

【コース】 
スマートモビリティコース 

ボディクラフトコース 【学習時期】 前 期 

【年次】 １年次 【授業時間数】 80Ｈ 

【授業担当者】 岩瀬 禎三・飯塚 和人・齋田 光幸 [実務経験]自動車整備工場の整備士 

【学習目標】 
電気の流れの基礎、電気回路の理解、テスターの使い方、エンジン電装品の構造作

動、細部までの名称を理解することが目標です。（国家３級整備士合格レベル） 

【授業計画】 

週 授業内容 週 授業内容 

第１回

目 

4Ｈ 

基本計測Ⅰ 

計測機器の取り扱い 
  

第２回

目 

16Ｈ 

基本計測Ⅰ 

計測機器の取り扱い・試験 
  

第３回

目 

17Ｈ 

電装整備作業 

サーキットテスター製作 
  

第４回

目 

１７Ｈ 

電装整備作業 

サーキットテスター製作・取扱方

法 

試験 

  

第５回

目 

１７Ｈ 

電装整備作業 

電圧・電流・電力・オームの法則

の 

理解 

  

第６回

目 

8Ｈ 

電装整備作業 

半導体・モーター・ソレノイドコ

イル 

スイッチ・リレーの理解 

  

第７回

目 

1Ｈ 

電装整備作業 

試験 
  

【資格との関連】 国家二級ガソリン・ジーゼル自動車整備士 

【成績評価方法】 出席状況、授業態度、提出課題、及び実習試験の得点により総合的に評価 

【教科書】 三級ガソリン・ジーゼル自動車整備（日本自動車整備振興会連合会） 

【参考資料】  

【留意事項】 
まず苦手意識を払拭しましょう。理解できなくなった段階で、そのままにせず、理解できる

まで 

徹底的に勉強するつもりで取り組んでください。コツをつかめば、電気は簡単です。 

 

【実務経験のある教員等による授業科目】 
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【授業科目名】 自動車基礎点検整備作業（授業形態：実習） 

 

【教科目名】 自動車整備作業 【単位数】 １単位 

【学科名】 自動車整備工学科 

【コース】 
スマートモビリティコース 

ボディクラフトコース 【学習時期】 前 期 

【年 次】 １年次 【授業時間数】 ４０Ｈ 

【授業担当者】 岩瀬 禎三・飯塚 和人・齋田 光幸 [実務経験]自動車整備工場の整備士 

【学 習 目 標 】 

自動車を使用するにあたって点検整備を行うことは法令で定められています。乗用車の目視で

行う日常点検、１年定期点検について実習を行います。点検箇所、点検方法、良否の判断、点

検記録簿の記載方法について理解します。 

【授 業 計 画 】 

１回目 

(17h) 

 

 

 

２回目 

(1h) 

 

 

３回目 

(2h) 

 

 

４回目 

(2h) 

 

 

５回目 

(2h) 

 

 

６回目 

(16h) 

 

日常点検 

1年定期点検 

エンジン・電装廻り 

 

 

1年定期点検 

足廻り 

 

 

1年定期点検 

下廻り・外廻り 

 

 

日常点検 

 

 

 

1年定期点検 

記録簿の記載 

 

 

日常点検・1年定期点検 

実習試験 

 

 

 

 

 

【資格との関連】 
国家二級ガソリン自動車整備士 

国家二級ジーゼル自動車整備士 

【成績評価方法】 出席状況、授業態度、提出課題および実習試験により総合的に評価 

【教 科 書】 三級ガソリン自動車・三級ジーゼル自動車シャシ編（日本自動車整備振興会連合会） 

【参 考 資 料 】  

【留 意 事 項 】 

使用車両は、学校の実習車両ですが、就職後はお客様の大切な車両を取り扱うことになります。 

実習作業も、お客様のお車を整備しているつもりで、丁寧に取り扱ってください。 

シートカバー・フェンダーカバー・フロアマット等の着用は絶対です。 

 

【実務経験のある教員等による授業科目】 
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【教科目名】 産業技術 

 

【教科目責任者】 岩瀬 禎三 

 

【対象学科・コース（クラス）】 

自動車整備工学科 

 

スマートモビリティコース(1AA) 

ボディクラフトコース(1AB) 

 

【学習の目的・趣旨】 

 自動車を取り巻く環境は大きく変化しています。衝突安全性（パッシブセーフティー）、予防安全

性（アクティブセーフティー）、有害排出ガス削減、ＣＯ２排出量、騒音問題等のさまざま課題をクリ

アするために高度な自動車性能が要求されており、自動車メーカー各社はその対応に追われています。

これらの要求に応えるためには、巨額の資金と人財が必要であるため、メーカー間の技術協力や資本提

携が進んでいます。 

また近年、自動運転、自動ブレーキなどの運転支援システムが標準化され、それに伴い道路運送車両法

も改正されました。 

本科目では、自動車産業を俯瞰して見ることで、幅広い知識を身につける事を目的とします。また、社

会人として基礎的なコミュニケーションの取り方や情報の活用法など、身につけておくべき知識を習得

します。 

併せて、自動化、電動化の概要を学び、自動車整備業界の変化に柔軟に対応できる能力を身に付けてい

ただきます。 

 将来の就職活動、就職後の仕事に必ず役立つはずです。意欲を持って取り組んでください。 

  

  

 

 

【授業構成】 

【番号】 【授業科目名】 【対象クラス】 【学習時期】 

１ ビジネス概論Ⅰ １ＡＡ・１ＡＢ １年前期 

２ 自動車産業Ⅰ １ＡＡ・１ＡＢ １年前期 
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【授業科目名】 自動車産業Ⅰ（授業形態：講義） 

 

【教科目名】 産業社会 【単位数】 １単位 

【学科名】 自動車整備工学科 

【コース】 
スマートモビリティコース 

ボディクラフトコース 【学習時期】 前 期 

【年 次】 １年次 【授業時間数】 １ｈ／週 

【授業担当者】 岩瀬 禎三 [自動車整備工場の整備士] 

【学 習 目 標】 
現在、車両の搭載されているハイブリッドシステム、EV システム、自動運転技術

について、搭載までの経緯、システム概要を習得する 

【授 業 計 画】 

１回目 

 

 

２回目 

 

 

３回目 

 

 

４回目 

 

 

５回目 

 

 

６回目 

 

 

７回目 

 

 

８回目 

 

 

９回目 

 

自動車の構造について１ 

 

 

自動車の構造について２ 

 

 

ハイブリッド車とプラグインハイ

ブリッド車の特徴１ 

 

ハイブリッド車とプラグインハイ

ブリッド車の特徴２ 

 

電気自動車と燃料電池車の特徴１ 

 

 

電気自動車と燃料電池車の特徴２ 

 

 

これまでの安全装備について 

ＡＢＳ、ＶＳＣ 

 

中間試験 

 

 

自動ブレーキの仕組み１ 

 

１０回目 

 

 

１１回目 

 

 

１２回目 

 

 

１３回目 

 

 

１４回目 

 

 

１５回目 

 

 

１６回目 

自動ブレーキの仕組み２ 

 

 

踏み間違い防止機能の仕組み 

 

 

パーキングアシストの仕組み 

 

 

ディスタンスパイロットの仕組み 

 

 

車線逸脱防止機能の仕組み 

 

 

総まとめ 

 

 

期末試験 

 

 

【資格との関連】 
国家２級自動車整備士 

国家１級自動車整備士 

【成績評価方法】 出席状況、授業態度、提出課題および中間、期末試験により総合的に評価 

【教 科 書】 専用テキスト 

【参 考 資 料】 各自動車メーカー資料 

【留 意 事 項】 

今となっては、当たり前となる知識ですが、これまで自動車整備専門学校では

学ぶ機会がない内容でした。古い安全装置の機能から順番に理解していくと分

かり易く覚えられるでしょう。 

 

【実務経験のある教員等による授業科目】 
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【授業科目名】 ビジネス概論Ⅰ（授業形態：講義） 

 

【教科目名】 職業教養科目 【単位数】 1 単位 

【学科名】 産業社会 

【コース】 
スマートモビリティコース 

ボディクラフトコース 【学習時期】 前 期 

【年次】 １年次 【授業時間数】 １５Ｈ（１Ｈ／週） 

【授業担当者】 岩瀬 禎三 [自動車整備工場の整備士] 

【学習目標】 

① 自動車業界に従事する者として、産業構造をしっかり把握して、希望の職種探し

につなげる。 

② くるまマイスター検定３級に合格できる、自動車についての幅広い知識を身に付

ける。 

【授業計画】 

週 授業内容 週 授業内容 

第１回目 

国内メーカー総論 

 

ガイドブックＰ22～23 

第９回目 
モータースポーツについて 

ガイドブックＰ74～83 

第２回目 
国内各メーカーについて 

ガイドブックＰ24～31 
第10回目 

カーライフについて 

ガイドブックＰ88～95 

第３回目 
国内各メーカーについて 

ガイドブックＰ32～39 
第11回目 

カーライフについて 

ガイドブックＰ96～101 

第４回目 
海外メーカー総論 

ガイドブックＰ42～43 
第12回目 

くるまの歴史について 

ガイドブックＰ104～109 

第５回目 
海外メーカーについて 

ガイドブックＰ44～51 
第13回目 

くるまの歴史について 

ガイドブックＰ110～117 

第６回目 
海外メーカーについて 

ガイドブックＰ52～61 
第14回目 

自動車業界の偉大な人 

ガイドブックＰ140～149 

第７回目 中間試験 第15回目 総まとめと練習問題 

第８回目 
海外メーカーについて 

ガイドブックＰ62～71 
第16回目 期末試験 

【資格との関連】 

国家二級ガソリン・ジーゼル整備士 

くるまマイスター検定 

ビジネス検定 

【成績評価方法】 出席状況、授業態度、提出課題、及び中間・期末試験の得点により総合的に評価 

【教科書】 
くるまマイスター検定公式ガイドブック・日刊自動車新聞・適宜担当者が時事的な内容を考

慮し準備 

【参考資料】  

【留意事項】 
車の技術的な内容よりも、自動車業界の仕組みを理解してもらう授業です。この授業を通し、

自分に 

合った職種を見つけ出し、就職活動につなげていってください。 

 

【実務経験のある教員等による授業科目】 


